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一般的な入院スケジュール

脊髄損傷者は発症から退院まで非常に長い期間を要するので
一病院で全ての期間の対応することが難しい。
よって複数の専門の病院、施設を経由しながら

退院に向けてリハビリを行う。

入院の際にかかる費用を負担するなサービス内容が
変わるので入院日数には制限がつけられることが多い。

入院日数の制限

受傷直後から身体の変化や環境の変化で大学復学について
時間と共に考え方が変わっていった。

入院生活と思考ダイアログ

実際の復学時のメールのやり取り
著者が担当教員に送った

一通目のメール
担当教員からの返信

頸髄損傷にとって就職活動をする上で大きな障壁となるのが手が
使えないことである。もちろん車椅子であることも大前提として

問題であるが、さらに手が使えないことが選択できる職種を狭めて
しまうので多くの頸髄損傷者はパソコンを使用する事務職などに

就職することになる。その場合リハビリテーションセンターなどで
基礎的なパソコン操作を訓練してスキル習得を行い、ハローワーク
経由で自分の障害でも受け入れ可能な会社に就職をするパターンが

一般的である。体調管理や移動に問題がある頸髄損傷者は
在宅ワークになることも多いが、コロナウイルスの影響でこれからは

よりオンラインを活用した働き方が増えていくだろう。

頸髄損傷の就職活動

筆者の就職活動
筆者の場合、デザイナー志望であったので

ポートフォリオ制作を行った

職業リハビリテーション
障害者が行うリハビリテーション過程の就業就労に関する
活動のサポートを行う機関、施設、サービスの総称である。

現在頸髄損傷が通いが難しい場合の宿舎利用可能な
職業リハビリテーションセンターは二カ所である。

職業リハビリテーションで学べるコース

国立職業リハビリテーションセンター（埼玉県所沢市）

国立吉備高原リハビリテーションセンター（岡山県加賀郡）

以上、この卒業制作展の展示をもって
本卒業論文の完成とする。


